
































年） を示してくれた。この書には嘉納の写真はもとより、一九二九（昭和四）年に、嘉納が国士舘専門学校創立の春に講演を行なったときの記念写真などが添えられており、実際に嘉納が国士舘教育 係わったことが判明した（写真参照） 。そこで、直接上野名誉教授（元国士舘大学柔道部部長） 二〇〇七年二月にインタビューした。氏は快く応えて下さり、 義務的ではなく、積極的に国士舘における柔道教育担当に応じ ことを話してくださった。氏は彼の恩師で、嘉納から直接薫陶を受けた会田彦一元教授などから嘉納と国士舘との関係を聞かされていたのである。　
このような事情を経て、嘉納と国士舘の関係について
執筆する機会が与えられたので、短期間ではある 、主要な史料に眼を通し、嘉納と国士舘との関係を明らかにしたいと思う。相互の書簡や当時 さ なる記録を探すゆとりが いが、 将来、 どなたかがさらに詳細にこのテーマを追求するためのきっかけとなれば幸いであ 。　
嘉納がなぜ国士舘教育に積極的に関与するに至ったか
の背景には、彼が本来教育者であり、学校 育 熱意を抱いていたということがある。そこでまず の教育者としての本質を浮き彫りにすることに力を注ぎ、嘉納の人格を分析してそれを基礎に構造的 れを ら



















あった二三歳のとき（一八八二［明治一五］年）華族会館設立の、華族の子弟を教育する学習院（のち宮内庁所管）に政治学と理財学を教える教師として勤めることになった。以後八年間、 習院にあって講師、 教授補、 教授、幹事兼教授、 教授兼教頭となって学習院の教育に当たり同時に改革を実行した。当時、華族は徳川時代の元藩主など身分の高い家系の子弟が在学しており、教師が生徒に遠慮がちであったり 生徒が教師を軽蔑していたりして、教育の効果が上がらなかっ を嘉納は不満とし、自らが生徒の中へ入って指導すると共に、生徒 封建的な身分の差を取り上げ、選科 作って学力の弱い者の学力を強化し、華族以外からも優秀な者を入学さ
せ（２）
、切磋
琢磨して学習する環境を作り出した。嘉納 こうした習院改革があったればこそ、明治三〇年代に学習院に学んだ武者小路実篤や志賀直哉ら 「白樺派」によ 文芸運動が起きたので ろう。　
学習院の教師になった一八八二（明治一五）年に、

















































ディオ・ハーン）をこの学校の英語教師として招いたことである。前任の外国人英語教師がやめたためではあるが、嘉納は修行時代に英語学を習得していに、八雲のすぐれた英文学の力を知っていて八雲を招いたのではなかろうか。八雲の給料は松江中学校時代の倍になった。これは九名の家族を抱える八雲にとっ 好条件であった。八雲は嘉納 らよい印象を受けた。八雲は嘉納校長から柔道の説明を受けて、力を持って力で対抗せずに、相手の力を利用して相手を倒す柔道が東洋精神の真髄を体現していると感嘆し、海外にこれ 紹介するに至ってい
る（８）
。武芸の盛んな熊本において、講道館館長
の嘉納は全生徒の渇仰の的となり、教師を掌握し、嘉納は第五高等中学校に道場を作り を教えた上、熊本講道館を開設した。しかし 明治二六年一月の東京出張の際に、 「修身教科書機密漏洩事件」が文部省内で起こり、大臣官房図書課長の澤柳政太郎が引責辞任をして謹慎生活に入るということになり、教科書の検定事務が著しく滞るという事態が発生してい
た（９）
。嘉納は当時の河野敏鎌
文相や久保田譲文部次官など 図 課長就任を要請されたが、高等中学校の教育に魅力を強く感じていた嘉納は一旦断るものの、教科書検定のほかに学制改革 も参与してほしいという説得を受け入れ、転任を決意 、惜し
まれつつ熊本を去る。わずか一年四か月の第五高等中学校校長職であったが、嘉納の学校改革は大きな影響を残している。　
文部省における嘉納は、大学、高等学校、高等師範学
校等から学者を依頼し、嘉納自身も奮闘努力し、わずか数か月の間に山積していた教科書検定の後始末をすませ、学制改革にも意欲を燃やした。折から河野文相が没して井上毅が文部大臣になり、牧野伸顕 次官になり、東京の第一高等中学校校長・木下広治が文部省 専門学務局長になるに及び、井上文相と木下らが の第一高等中学校校長就任を要請した。嘉納は図書検定の仕事が一段落したのを機会 、快くこれ 応じ、一八九三（明治二六）年六月に高等中学校長兼文部省参事官に就任した。　
第一高等中学校といえば、全国から秀才が集まるナン




















































年には東京・広島両 に 文理科大 」 付置することになった。これは大学への昇格 意味があるが、嘉納は文理科大学がアカデミックな性格が強く 嘉納が意図した「教育精神 を養い 実践的」である大学ではなかったために、これに対して不満があった。　
嘉納はまた、一八八六（明治一九）年に「学校令」を
設定し、我が国におけ 学校制度の整備・発展に寄与したかつての文部大臣 ・ 森有礼（一八四七―一八八九）の、師範学校に兵式体操を導入する方策に対して強く反対し、高等師範学校 これを廃止 という英断を下している。　
嘉納は森が大いに師範教育に心を注ぎ、東京師範学校
を高等師範学校と改めるなどの功績 あっ こ を認めた上で、 に対して素人考えで兵式体操を奨励し、
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治二九）年当時、文部大臣兼外務大臣 西園寺公望から清国（現中国）の留学生受け入れ 頼まれ 留学生一三名を受け入れた。日清戦争で破れた清国は、近代化の遅れを痛感し、日本に留学生を送って近代化を進めようとしたのである。嘉納は高等師範 校の一教授に留学生の教育を依頼し、日本語、日本語文法、普通科の教授を開始し、明治三二年には「亦楽書院」と命名、次第に留学生数が増え、明治三五年には発展拡大 「弘文
















顕著なものがある。その代表的なものが従来の文科・理科に加えて体育科を設けたこと 嘉納の就任以前は、 「体操専修 」が設けられており、体操指導者の育成が行なわれ いた。ただ、実際にはほとんど体操の
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人の人格を、体格や心理テストででは く 人の持つ価値観によって分類し、 「あなたは何を価値としているか
を告げよ。さらばあなたの性格を告げん」と述べた。その価値とは、経済的価値（利益や効率優先の価値観） 、認識的価値（真理探究を優先する価値観） 、 美的価値（美や調和の追求を優先させる 観） 、権力的価値（力やリーダーシップ 優先させる価値観） 、社会的価値（人への愛や献身を優先させる価値観） 、そして聖なるものを優先させる宗教的 観の六つである。被教育者の成長のため 献身、すなわち教育愛は、社会的価値観に相当する。医者、看護師などと共に、教育者は、人への関心と愛と献身を特性とし、これらの価値を優先させる存在である。別な言い方をすれば、 人が幸せにな ときに、はじめて自分が幸せ 感じた教育者ぺスタロッチのようなタイプが教育の魂を持った人である（ドイツの著名教育学者ケルシェンシュタイナーも同じく述べている）　
これまでの嘉納の教育的思想と教育への情熱と業績を















生の教育と柔道指導に当たってこられた上野孫吉氏（一九二五―）編集・執筆の『国士舘大学柔道八〇年史―国士舘を創った人達の歴史―』 （図書刊行会、平成一一年）の中に、嘉納治五郎の写真と共に、国士舘専門学校創立時（一九二九［昭和四年］ ） 、嘉納が来舘し「講道館柔道と文化」と題する講演を行なっ 時の記念写真が載せられている 写真参照） 。さらに、別頁（八一頁）に、国士舘専門学校初代柔道部長・山下義韶（やましたよしかず）や第二代柔道部長の飯塚国三郎（八七頁写真と略歴 掲載さ 。　
山下義韶（一八八四―一九三五）は、神奈川県小田原
市の士族の家に生まれ、東京帝国大学嘱託、警視庁 道世話係、慶応義塾の柔道教師などを歴任、 〇三（明治三六）年に渡米し、アメリカ合衆国第二六 大統領・










　「君は予の門下にあること五〇年、其の間終始一貫講道館の事業を助け以って柔道の発展に貢献したり。明治一七年始めて予 門に入るや、夙に頭角を顕し、二〇歳にして既に各地より集まれる柔術の諸大家と角逐 て常に優秀の技量をしめせり。明治二一年我が海兵学校に於いて初めて生徒 柔道を課するや、君は初代の教師とし
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道部長として、国士舘に送ったことは、嘉納が国士舘での柔道教育にいかに期待し力を入れていたかを物語っている。他にも飯塚国三郎らの優秀な弟子たちを国士舘に送っているが、 紙面の関係でその詳細を記しえない。 『柔道』二〇一〇年一月号（本橋瑞奈子「講道館十段物語・第五回」 ）は、飯塚国三郎について詳 く掲載し る。　
上野孫吉・国士舘名誉教授・元柔道部長は、彼の柔道
























事務所内に 「國士館」 夜学塾が開かれたことに始まり、 「国士舘設立趣旨」には、物質文明の弊害を除き「精神文明と精神教育」を唱導して 「国家の柱石たる真知識を養成し」 「膝を交えて親 く活学を講ずるの道場」を開くこと、 そして、 「大正維新の松陰塾」を目指すとしている。学科目は、政治、社会、宗教、哲学、武道、外国語などであった。大正八年には財団法人国士舘を設置し、 「国士たるべき人材」の育成を目的とし 中等教育程度の卒業者を入学資格とする修業年限三年間の学校・高等部置き学校教育に乗り出す。学科 、 「訓練（修身） 「知識（実際） 」 「材料及発表」の三柱からなり 国体論、歴史、哲学及思想史、財政及経済 法学 漢文 軍事、英会話、武道が並んでいる さらに大正一二年四月に文部省規定に準ずる中等教育機関 して、小学校（六
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年間）男子卒業者に五年間の普通教育を施す「国士舘中等部」を開設、修身、国語及漢文、外国語、歴史、地理、数学、博物、物理及化学 法制経済、図画、体操・武道と法定どおりの科目が置かれたが、 「体操・武道」が毎週二時間ずつ多く これが教育上の特色のひとつになっていた。このように、国士舘教育は 当初から武道を重んじ、いわゆる文武両学 日本的 の理想を実現しようとした痕跡が認められる。一九二六（大正一五）年には、時代の要請に応えて、 「実業学校令」に基づく修業年限四年の勤労青少年を対象とする夜間の「国士舘商業学校」を設置した。　
そして、一九二九（昭和四）年に、 「中等教員の養成」



















導に当たったのであるが、 「柔道」 というその名のとおり、単に技術を教えるのではなく 柔道の修行を通して 青少年の人格形成、人間性の養成を目指していた。そのために嘉納塾を経営し、塾生に文化的教養を身につけさせようと願った。さらに 成蹊塾、 善養塾、 全一塾をも作っている。このことは、嘉納の根幹的教育方針が日本古来
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の「文武両道」の理念を継承していたことが明らかである。その意味から柴田の設立した「文武両学」の国士舘専門学校は、両者が教育 共有 を示している。嘉納が国士舘専門学校に寄与したいと思った理由がここにあった だといえよう。　
嘉納は若くして学習院の教員になり、また、講道館を
設立した一八八二 （明治一五） 年に、 文科系の私立学校 「弘文館」を同時期に設立した。ここに嘉納が学校を創り運営したいとの強い願望が伺われる。ところが 習院 辞める流れのなかで欧州旅行をすることになった一八八九（明治二二）年を境に、弘文館を閉校せざるをえなくなり、学校経 の道が途中で途絶えてしまった 政府の依頼で一八九六（明治二九）年に開校した清国留学生のための日本語教育機関「宏文学院」も、国際情勢の変化で一九〇九（明治四二）年に閉校になった。それ以来嘉納は社会啓蒙運動のための造士会、金曜会、講道館文化会などを創り精力的にこれらを運営したが、これらは学校ではなかった。壮年期には、高等師範学 校長などの公職にはげみ、晩年は体育の育成や国際オリンピック委員会での活動 多忙であり、学校経営と言う嘉納の夢はかなえられること なかった。　
そこへ、学生時代に柔道に励んだ柴田が、文武両道理
念の学校を創ったことを知るに及び、嘉納が自分の果たせなかった夢を実現しているものとして、国士舘専門学校で柔道を教えることに強い意欲を持ったことは想像にかたくない。この学校はま 、教育者 養成を主たる目的にしていたのである。それゆえに、 「柴田が学校を創った。オレが教えに行く」という積極的な言葉となり、かつ、愛弟子の山下義韶や飯塚国三郎などの優秀な弟子を国士舘に送り込んだのであるといえよう。　
いずれにせよ、これまで指摘してきたように、嘉納が











出すことが語られてい 。要 に「国士」とは、志を持って国家・社会 善導 優秀なリーダーのことを意味するのである。 「国家の柱石たる真知識 養成し」とする国士舘設立趣旨と共通する概念で といえる　
嘉納と柴田は年の差三〇歳と離れてはいたが、また、












納治五郎』 ） （逍遥書院、一九八〇年）七 頁。




































































































30） 造士会 『国士』 第一巻第一号 （講道館、 一八九八年） 。
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京文理科大学、一九三一年
・造士会『国士』第一巻第一号、講道館、一八九八年・中村良三「本誌（柔道）の今後について」 『柔道』第　
七九巻第五号、講道館二〇〇八年
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(2)』国士舘大学、一九九一年
・横山健堂『嘉納先生傳』講道館、一九四一年
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一八八三（Ｍ
16）
24
一八八四（Ｍ
17）
25
一八八五（Ｍ
18）
26
高弟・山下義韶警視庁柔道世話係になる
一八八六（Ｍ
19）
27
師範学校令
一八八七（Ｍ
20）
28
一八八八（Ｍ
21）
29
一八八九（Ｍ
22）
30
第１回欧州視察旅行
一八九〇（Ｍ
23）
31
○柴田德次郎　
生まれる
一八九一（Ｍ
24）
32（熊本）第五高等学校校長
文部省参事官
一八九二（Ｍ
25）
33
一八九三（Ｍ
26）
34
文部省図書課長第一高等中学校校長高等師範学校校長（一八九七年九月から一、 二か月非職）
一八九四（Ｍ
27）
35
日清戦争
一八九五（Ｍ
28）
36
一八九六（Ｍ
29）
37
弘文学院（のちの宏文学院）
一八九七（Ｍ
30）
38
嘉納治五郎の教育活動表（付国士舘関連事項）
　
岩間浩作成
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46
一八九八（Ｍ
31）
39
文部省普通学務局長
造士会『国士』
講道館　
館長
嘉納塾運営
宏文学院運営
一八九九（Ｍ
32）
40
成蹊塾善養塾全一塾
一九〇〇（Ｍ
33）
41
一九〇一（Ｍ
34）
42
東京高等師範学校校長（明治三五年に高等師範学校から名称変更）
山下義韶渡米
一九〇二（Ｍ
35）
43
清国視察
一九〇三（Ｍ
36）
44
日露戦争
一九〇四（Ｍ
37）
45
一九〇五（Ｍ
38）
46
一九〇六（Ｍ
39）
47
一九〇七（Ｍ
40）
48
一九〇八（Ｍ
41）
49
一九〇九（Ｍ
42）
50
国際オリンピック委員
一九一〇（Ｍ
43）
51
一九一一（Ｍ
44）
52
一九一二（Ｍ
45
　　　　
／Ｔ１）
53
○柴田德次郎早　
稲田大学入学
○柴田德次郎ら　
青年大民団結
　
成
　
第一次世界大
　
戦勃発
一九一三（Ｔ２）
54
一九一四（Ｔ３）
55
国士舘と嘉納治五郎
47
一九一五（Ｔ４）
56
国際オリンピック委員
柔道会『柔道』
講道館　
館長
嘉納塾運営
一九一六（Ｔ５）
57
一九一七（Ｔ６）
58
臨時教育会議○大民団夜間　
国士舘開校
一九一八（Ｔ７）
59
第一次世界 戦終了
一九一九（Ｔ８）
60
『有効乃活動』
嘉納ら 「金曜会」を設立○国士舘高等部　
開校
一九二〇（Ｔ９）
61
第７回オリンピック参加 （アントワープ）
一九二一（Ｔ
10）
62
一九二二（Ｔ
11）
63
講道館文化会『柔道界』　『柔道』
『大勢』
一九二三（Ｔ
12）
64
○国士舘中等部　
開校
一九二四（Ｔ
13）
65
講道館文化会『作興』
一九二五（Ｔ
14）
66
ロンドン出張
一九二六（Ｔ
15
　　　　
／Ｓ１）
67
一九二七（Ｓ２）
68
国士舘研究年報 2009　楓
48
一九二八（Ｓ３）
69
オリンピック国際委員会列席
国際オリンピック委員
講道館文化会『作興』
講道館　
館長
一九二九（Ｓ４）
70
○国士舘専門学　
校開校
嘉納治五郎、国士舘名誉教授として柔道指導／山下義韶十段、初代柔道部長
一九三〇（Ｓ５）
71
講道館文化会『柔道』
一九三一（Ｓ６）
72
満州事変勃発
一九三二（Ｓ７）
73
第
10回オリンピッ
ク （ロスアンゼルス）参加
一九三三（Ｓ８）
74
オリンピック誘致のため渡欧
一九三四（Ｓ９）
75
一九三五（Ｓ
10）
76
山下義韶死去
一九三六（Ｓ
11）
77
国際オリンピック会議に列席（渡欧）
一九三七（Ｓ
12）
78
日中戦争勃発
一九三八（Ｓ
13）
79
オリンピックカイロ会議列席５月帰路の船上にて死去（
79歳）
（註）機関誌の変遷については講道館発行の『柔道』第
79巻第５号（平成
20年５月）を参考にした。
